
 

平成２８年度「仙台市確かな学力研修委員会 中学校理科部会」提案授業 

 

第 1学年 理科学習指導案 

 

                     日  時：平成２８年１１月２９日（火）１４：００～ 

                     指導学級：仙台市立西多賀中学校 １年１組 ２８名 

                     指 導 者： 教諭 志賀 有香 

                     指導教室： 第１理科室 

 

１ 本授業における提案 

 

   提案１ 物体の浮き沈みは液体との密度の大小関係によって決まることを示す導入実験の工夫 

物体の浮き沈みは，できあがった水溶液の密度と物体の密度との大小関係によることを 

示すために，鶏卵と食塩を用いた演示実験を行う。 

提案２ キーワードを用いた学び合いを深める工夫 

  物体の浮き沈みを水溶液の密度，体積，質量と関連付けて総合的に考察させるために， 

話し合いの場面でも「同じ濃さ」「密度」「体積」「質量」といったキーワードを使用し， 

食塩水と砂糖水の浮き沈みの違いを説明させる活動を行う。  

 

２ 単元名 身の回りの物質「密度と浮き沈み」 

３ 単元について 

（１）単元の目標 

   身の回りの物質についての観察，実験を通して固体や液体，気体の性質，物体の状態変化に 

ついて理解させるとともに，物質の性質や変化の調べ方の基礎を身に付けさせる。 

（２）指導計画（２６時間） 

   第 1章 身のまわりの物質とその性質（８時間） … 本時 ５／８時間 

第 2章 気体の性質        （４時間） 

第 3章 水溶液の性質       （７時間） 

第 4章 物質の変化と状態変化   （７時間） 

 

時 学習活動 指導上の留意点 評価規準 

１ ・物質と物体の違いについて 

例を出し合う。 

・「課題」の物質を見分けるに 

はどのような方法があるか

話し合う。 

・いろいろな物質の性質を調べる観点 

を挙げ，どのように調べたらよいか

自らの考えに基づいて説明させる。 

・ゴミの分別などを例に，自分の生活 

に結び付けて考えさせる。 

・身の回りの物質に関心を持ち，

分類方法を考えようとしてい

る。          【関】 

・身近な物質を調べる方法を生活

体験を基に考えている。 【思】 



 

２  金属と非金属を区別する実

験を行い，実験結果を整理し

て金属の性質で共通してい

るものと固有のものを確認

する。 

・金属と非金属を区別する方法を話し 

合い，実験方法を考えさせ，結果を

予想させてから実験させる。 

・実験の安全な進め方やレポートの書 

き方について確認させる。 

・様々な金属の性質を比べ，共通点

と相違点を説明している。 【思】       

・安全に実験を行い，結果をレポ

ートにまとめている。   【技】                                  

 

３  金属の種類を区別する方法

を考える。 

 密度についての説明聞き，体

積と質量の値から密度を求

める演習を行う。 

・密度は物質固有の値であり，物質を

見分ける重要な要素の一つであるこ

とを確認させる。 

・密度を計算によって求めさせ，根拠

を示して物質名を発表させる。 

・密度は物質に固有な数値である

ことを理解し，密度を計算から

求めている。      【知】 

４  「基礎操作」メスシリンダー

や上皿天秤，電子天秤の使い

方を確認し，いろいろな体積

や質量の物体を測り，密度を

計算して比較する。 

 氷と水を例に密度の大小が

浮き沈みに関係することを

説明する。 

・基礎操作の確認を確実に行う。 

・密度の一覧表を用いて，その物質が

何であるのかを特定させる。 

・密度を自らの測定値から計算できる

ようにさせる。 

・氷と水やドレッシング（油と水）な

ど生活で見られる現象を例に挙げ，

浮き沈みについて説明させる。 

・実験結果から密度を求め，いろ

いろな物質を特定している。    

【思】 

・メスシリンダーや天秤を正しく

操作し，密度を求めている。 

         【実】 

５ 

本

時 

 浮き沈みの実験を行い，その

結果から密度，体積，質量の

関係を整理する。                               

・演示実験から，密度と浮き沈みの関

係について確認させる。 

・課題解決に向けて目的意識を持って

実験したり，予想して確かめたりす

る活動を多く取り入れる。また，キ

ーワードを用いて考察を言語化し，

班から学級へと共有させる。 

・身近な物質を用いた浮き沈みの

事象に関心を持ち，意欲的に探

究活動に参加している。 【関】 

・浮き沈みの実験を行い，既習事

項を基に食塩水と砂糖水の密度

の差が体積の違いに起因するこ

とを説明している。    【思】 

６  「基礎操作」ガスバーナーの

使い方について説明を聞き，

実際に操作して習得する。 

・ガスバーナーの構造を理解させ，理

由も付けて操作手順を説明させる。 

・個別のテストを行う。 

・安全に気を付け，正しい手順で

ガスバーナーを操作している。 

        【実】 

７ 

 

 白い粉末を区別する方法を

考えて実験計画を立て，行っ

た実験の結果から考察する。 

 無機物と有機物について説

明を聞く。 

・台所にある身近な粉末を味覚を使わ

ずに科学的な方法で区別させる。 

・実験器具の使い方を丁寧に指導し，

安全に気を付けて実験をさせる。 

・考察の書き方を再度指導し，科学的

根拠を明確にして説明させる。 

・これまでに学んだ物質の調べ方

を参考に実験を計画し，考察し

ている。        【思】 

・器具を正しく使い安全に実験し

ている。        【技】 

８  プラスチックについて実験

３を行い，その用途や性質の

違いについて理解する。 

・ごみの分別やリサイクルなど実生活

と関連付けて捉えさせる。 

・プラスチックの性質をまとめさせる。 

・様々なプラスチックの性質の違

いや用途を理解している。 【知】 

 



 

４ 指導にあたって 

（１）提案の概要とその理由について 

   仙台市標準学力検査の第２学年の問題に「食塩水や砂糖水の密度に関する問題」が出題された。

その中で，「質量が同じで密度が違う物質は，体積が違うということを説明できる」ことをねらいと

した設問の正答率が 6.7%にとどまっており，誤答率は 64.4%に上っていた。また，無解答率は 28.9%

と高い値を示していた。その要因として，密度と濃度の二つの尺度や，体積や質量といった密度に

つながる要因を生徒が整理できておらず，思考が混乱したことが考えられる。 

   そこで，指導改善のポイントとして，実験を通して浮き沈みの変化，つまり密度の変化が何の値

の変化に起因するものかを実測して確認し，密度を単に公式として捉えるのではなく，体積や質量

と関連付けて総合的に考える力を育成したいと考えた。 

（２）単元について 

   小学校では第 3 学年で，体積が同じでも物によって重さが異なることや，磁石に引き付けられる

物やそうでない物があることを学んでいる。また，第５学年では水溶液になっても溶かした物質の

質量は保存されることを学んでいる。この単元では，身の回りの物質についての観察・実験を通し

て，固体や液体，気体の性質，物質の状態変化について理解させるとともに，物質の性質や変化の

調べ方の基礎を身に付けさせることがねらいである。中学校化学分野の基礎となる指導場面であり，

様々な探究活動を通して，実験器具の使い方や実験結果の整理の仕方など，理科の基礎的な技能を

しっかりと習得させることが重要である。 

（３）生徒について（1年 1組 男子 13名 女子 15名 計 28名） 

   1年 1組の生徒はおおむね意欲的に理科の授業に取り組み，教師の発問に挙手して発言する生徒が

多い。日頃から少人数（２～３人）で実験を実施しており，積極的に操作している。支援の必要な

男子生徒が数名おり，別々の実験班に所属させ，サポート役の生徒を配置している。学年全体とし

ては，全教科で仙台市標準学力検査の市平均値を下回っており，下位層の生徒が多い。 

   生徒に実施したレディネステストでは，同じ体積で質量が異なる物質の密度の大小について，約

70％の生徒が正しく答えたが，同じ質量で体積が異なる物質の密度の大小については，約 40％の生

徒しか正しく答えられなかった。密度を 1cm3あたりの質量として認識しているため，体積を基準に

密度の大小を考えることは出来るが，質量を基準に考えることが難しいことが分かった。また，水

に物質を溶かしたとき，質量だけでなく体積も増えると考えた生徒は 66％であった。身近な野菜や

卵の浮き沈みについては，生活体験が乏しく，正しく答えられた生徒は非常に少なかった。 

（４）指導にあたって 

本単元では，身の回りの物質の性質を調べ，密度や濃度や溶解度など，科学における重要な考え

方を多く学ぶ。それらを単に公式（計算式）として捉えるのではなく，関連する値との関係を総合

的に捉える力を育成していきたい。また，課題解決に向けて目的意識を持って実験したり，予想し

て確かめたりする活動を多く取り入れ，生徒の思考を深めていきたい。生徒が思考を深めていく過

程では，実験結果を言語化して共有したり，考察を話し合って発表し合ったりするような協働的な

学習活動を多く取り入れていきたい。話し合い活動では，キーワードを与える等，考えを整理しや

くなるような支援を行い，科学的根拠を基にした考察を言語化することで，自らの思考を更に整理

して深められるように工夫したい。 



 

５ 本時の指導（５／８） 

（１）本時の題材「密度の変化と体積の関係」 

（２）本時のねらい 

 ・身近な物質を用いた浮き沈みの事象に関心を持ち，意欲的に探究活動に参加することができる。 

                                     【関心・意欲・態度】 

・浮き沈みの実験を行い，既習事項を基に同じ濃さの食塩水と砂糖水の密度の差が体積の違いに起因

することを説明できる。                           【思考・表現】 

 

（３）指導過程 

段

階 

学習活動  T：教師の働きかけ 

S：生徒の活動と反応 
指導上の留意点 評価 

導

入 

５

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開 

35 

分 

 

 

 

 

 

T：水に卵を入れるとどうなるか。 

 S：沈む？浮く？ 

１ 演示実験Ⅰ 卵を水に入れる → 沈む  

 T：なぜ沈んだのか。 

S：水より卵の密度が大きいから。 

T：水を食塩水にしたらどうなるか。 

 S：沈む？浮く？ 

２ 演示実験Ⅱ  

卵をうすい食塩水に入れる → 沈む 

T：卵を食塩水に浮かせるには。 

 S：食塩水を濃くする。 

３ 演示実験Ⅲ  

卵を濃い食塩水に入れる → 浮く 

 T：なぜ，濃い食塩水だと卵は浮いたのか。 

 S：食塩水の密度が大きくなったから。 

 T：水溶液の密度の大小が卵の浮き沈みを 

   決めている。 

 

 

４ 予想する。 

S：砂糖水では浮かないのでは。 

（浮くのは，食塩だけの性質なのかも） 

S：砂糖水でも浮くのでは。 

（水より密度が大きくなるから？） 

 

 

 

・生徒の予想を聞きながら進める。 

・板書でそれぞれの演示実験の結果を

整理しながら進める。 

 

・「密度」が生徒から出ない時は，浮き

沈みは何に関係するのかを問う。 

 

・見た目は水のビーカーと同じにする。 

・生徒の予想を挙手や発言で確認する。 

 

 

・食塩を追加して濃くする。 

 

 

・板書で演示実験の結果を整理する。 

・板書で密度の公式を確認する。 

 

 

 

・課題を黒板に掲示する。 

・ワークシートを配付する。 

 

・予想について挙手や発表をさせる。 

 

 

 

 

関心・意欲 

態度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【提案１】  

物体の浮き沈みは液体との密度の大小関係によって決まることを示す導入実験の工夫 

 

課題１ 水 100gに食塩を何 gとかしたら卵は浮くか。砂糖でも同じ結果になるか。 

 

物体の浮き沈みは液体との密度の大小関係によって決まることを示す導入実験の工夫 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

終

結 

10

分 

 

５ 実験する。  

S：班ごとに役割分担をして実験する。 

   班は６班編成（４～５人）   

６ 結果を発表する。 

溶かした質量（g） 10 20 30 

食塩 沈 浮 浮 

砂糖 沈 沈 浮 

 T：結果からどんなことが考察できるか。 

 S：たくさん溶かした方が浮きやすい。 

 S：食塩の方が浮きやすい。 

 T：20g溶かしたとき，同じ濃さでも浮き沈 

みに差が出たのはなぜだろうか。 

S：密度が違っていたのでは？ 

 

 

 

７ 実験結果から考察する。 

 

 

８ 仮説を立てる。 

S：個人の意見をまとめる。 

S：班員に自分の考えを説明する。     

S：班の意見をホワイトボードにまとめる。 

   

S：水溶液の体積が異なるから。 

   食塩水の体積の方が大きいから。 

   砂糖水の体積の方が大きいから。 

     

  

 

 

 

 

S： 砂糖水の方が体積が大きい。 

T： 体積が大きいと，密度はどうなるか。 

S： 密度が小さくなる。 

 

 

・卵を割ったり，水溶液をこぼしたり

しないように慎重に実験させる。 

・卵が底から離れたら「浮いた」と判

断させる。 

・実験シートをビーカーの下に敷いて

活用させる。拡大版をホワイトボー

ドに掲示する。 

・食塩水だけでなく，砂糖水でも浮く

ことを確認する。 

・２０ｇ溶かした時には，同じ濃さで

も食塩水と砂糖水では浮き沈みに差

があることに注目させる。 

・同じ質量の水に同じ質量を溶かした 

ことを強調する。 

 

 

 

 

 

・黒板に課題を掲示する。 

・キーワードを提示する。 

・「同じ濃さ」「密度」「体積」 

「質量」のキーワードを配布する。 

・変化しない値「質量」と変化した値 

「密度」「体積」を明確にさせる。 

・ホワイトボードにキーワードを貼り

班の意見をまとめる。 

・質量が同じなら密度の変化が体積の 

 変化に起因することに気付かせる。 

 

 

 

 

・水溶液は 100cm3以上なので 2 回に

分けて正確に測定させる。 

・実験シートとプリントに記入させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思考・表現 

【提案２】 キーワードを用いた学び合いを深める工夫 

課題２ （同じ濃さ）でも食塩水と砂糖水で（密度）に違いがでるのはなぜか。 

 

物体の浮き沈みは液体との密度の大小関係によって決まることを示す導入実験の工

夫 

 

９ 検証実験  

砂糖水と食塩水（溶質 20g）をメスシリンダーに入れて体積を調べ，密度を求める。 

 



 

 

 

（４）本時の評価 

本時の評価規準（B） Aと判断される生徒の姿 Cと判断される生徒への手立て 

身近な物質を用いた浮き沈み

の事象に関心を持ち，意欲的に

探究活動に参加している。     

【関心・意欲・態度】                          

身近な物質を用いた浮き沈み

の事象に関心を持ち，意欲的に

探究活動に参加するとともに，

理由を生活と関連付けて考えよ

うとしている。 

 生徒の生活体験に基づいた浮

き沈みの例を挙げ，身近な物質

を用いた浮き沈み現象に興味を

もたせる。 

浮き沈みの実験を行い，既習

事項を基に同じ濃さの食塩水と

砂糖水の密度の差が体積の違い

に起因することを説明してい

る。      【思考・表現】                                 

浮き沈みの実験を行い，既習

事項を基に同じ濃さの食塩水と

砂糖水の密度の差が体積の違い

に起因することを説明できる。

また，そのことを確認する実験

方法を考えている。 

「同じ濃さ」「体積」「質量」「密

度」のキーワードのうち，変わ

るもの，変わらないものが何か

を考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

T： 同じ質量を溶かしても，物質によって

水溶液の体積に違いが生じるため，密度

に違いが生じたことを確認する。 

・密度の計算は計算機を用いる。 

・不等号の下に実測値を板書する。 



 

（５）板書計画                               可動式黒板（下面） 

卵の浮き沈み 

     

 水       

 

 

水の密度<卵の密度  うすい       こい 

食塩水<卵の密度  食塩水>卵の密度 

の密度       の密度 

              

 

 

 

 

 

まとめ                     ＜仮説＞ 

同じ質量を溶かしたとき          同じ質量を溶かしたとき 

食塩水の密度（＞）砂糖水の密度      ・水溶液の体積が異なるから。 

（〇.○△g/cm3） （〇.○▽g/cm3）     ・食塩水の体積の方が大きくなるから。 

                       ・砂糖水の体積の方が大きくなるから。 

 

                      食塩水の体積（＜）砂糖水の体積 

                      （〇.▼cm3）    （○.▲cm3） 

 ※ ↑時間に余裕があれば，生徒の実測値を書きだす。↑ 

 

可動式黒板（上面） 

その他に，ホワイトボードを使用する。 

 

 

実験シートの拡大図 

に，課題１の結果を 

記入する。 

 

 

 

              生徒が話し合いで使用したホワイトボード 

 

       質量(g) 

密度(g/cm3)＝ 

      体積(cm3) 

課題１ 

水 100gに食塩を何 g溶かしたら卵は浮くか。

砂糖でも同じ結果になるか。 

課題２  

（同じ濃さ）でも食塩水と砂糖水で（密度）に 

違いがでるのはなぜか。 

 

キーワード 

同じ濃さ   

密度 

体積 

質量 


